




序 

 

 

岐阜県の最北端に位置する飛驒市は、北は富山市、南東は高山市、西は白川村

に接し、面積７９２.５２ｋ㎡、内、森林が約９３%を占める山間地域に、古川・

河合・宮川・神岡の４つの地区から成る自治体として、約２１,０００人の人々が

生活しています。 

当市の宮川町には、深い V 字谷の段丘上に小さな集落が点在し、その中央を宮

川が貫流しています。遺跡は現在の集落に重なる位置に分布し、これまでの考古

学研究における重要な役割を担ってきました。その中で、石棒製作遺跡として注

目されるのが島遺跡・塩屋金清神社遺跡です。 

本書は、島遺跡・塩屋金清神社遺跡の出土資料が、岐阜県の重要考古資料とし

て位置づけられたことにより実施した資料調査成果を報告するものです。島遺跡

からは大型の石棒が２２点、塩屋金清神社遺跡からは小型の石棒が１，０７４本

出土しました。未成品の石棒や加工具に用いた石器も多く出土し、これらの資料

は製作工程を示すものとして評価されています。 

また、川縁の島遺跡では中期の縄文土器、山際の塩屋金清神社遺跡では後期の

縄文土器が出土することから、両遺跡の出土土器と石棒が、石棒製作遺跡の変遷

を示すものとして唯一の価値を有しています。 

本書を刊行・公開することによって、今後の調査研究の資料として活用され、

遺跡の全容のさらなる解明に結びつきますともに、市民の皆さんが「ふるさと飛

驒市」の先人の生きた足跡に思いを巡らせ、貴重な財産である文化財の保護への

関心を高めていただく一助になることを願っています。 

結びに、多くの市民の皆様、そして、本報告書の作成等に多大なるご指導・ご

支援を賜りました関係者の皆様に心からお礼申し上げます。 

 

令和８年３月                             

 

岐阜県飛驒市教育委員会     

教育長   下 出 尚 弘 



例  言 

 

 １ 本書は、岐阜県飛驒市宮川町塩屋に所在する島遺跡・塩屋金清神社遺跡(岐阜県遺跡番号

21217-00037・00035)出土遺物の調査報告書である。 

  

２ 本調査は、2022 年度の「重要考古資料に関する懇親会（北陸・中部・東海）」において、島遺跡及

び塩屋金清神社遺跡の出土品が重要考古資料に位置づけられたことを受け、飛驒市教育委員会が実

施した。 

  

３ 出土品の調査は 2023～2025 年度にかけて、文化庁および岐阜県の指導協力のもとに、一般財団法人

小森文化科学財団の助成を受けて飛驒市教育委員会が実施した。 

 

４ 本書の執筆・編集は、三好清超・保谷里歩が行った。 

   三好清超 第 1～2 章、第 3 章第 2～3 節 

   三好清超・保谷里歩 第 3 章第 1 節 

  

５ 島遺跡は 2012 年に、塩屋金清神社遺跡は 2000 年に報告書を刊行しており、本報告書に掲載した遺

物図は、各報告書より転載した。出土品の個別写真は執筆者らが撮影した。 

  

６ 遺物の集合写真撮影は、2025 年度にべやんフォトに委託して実施した。  

  

７ 発掘調査及び報告書の作成に当たって、次の方々や諸機関から御指導・御協力をいただいた。記し

て感謝の意を表する次第である（敬称略・五十音順）。 

今井哲哉、大石崇史、大泰司統、岡田憲一、長田友也、小野木学、工藤俊樹、小泉翔太、 

小林新平、長谷川幸志、米澤義光、綿田弘実、横須賀倫達、吉村晶 

岐阜県、文化庁 

  

８ 調査記録及び出土遺物は、飛驒市教育委員会で保管している。 
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